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レ
ス
の
種
類

プ
レ
ス
機
械
は
、
そ
の
使
用
目
的

（
曲
げ
、
打
抜
き
、
せ
ん
断
、
絞
り

加
工
等
）
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
、
能
力
の
機
械
が
作
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ス
機
械
は

加
圧
力
を
発
生
さ
せ
る
機
構
に
よ
り
、

液
圧
を
使
用
す
る
「
液
圧
プ
レ
ス
」

と
、
機
械
的
な
駆
動
力
を
用
い
る

「
機
械
プ
レ
ス
」
に
大
別
で
き
ま
す
。

一
般
に
、
機
械
プ
レ
ス
は
液
圧
プ

レ
ス
よ
り
生
産
性
が
高
く
、
現
在
、

プ
レ
ス
加
工
に
使
用
さ
れ
て
い
る
プ

レ
ス
機
械
の
約
９
割
は
機
械
プ
レ
ス

で
す
。
機
械
プ
レ
ス
は
使
用
目
的
に

応
じ
て
フ
レ
ー
ム
や
ス
ラ
イ
ド
の
駆

動
方
式
等
の
構
成
要
素
が
異
な
り
、

一
般
的
に
は
構
成
要
素
で
分
類
し
て

呼
称
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
Ｃ
型

ク
ラ
ン
ク
プ
レ
ス
」
は
、
フ
レ
ー
ム

が
「
Ｃ
」
の
形
状
で
、
ス
ラ
イ
ド
の

駆
動
方
式
が
ク
ラ
ン
ク
機
構
と
い
う

こ
と
が
呼
称
か
ら
分
か
り
ま
す
。

こ
の
Ｃ
型
は
前
面
が
空
い
て
い
る

た
め
接
近
性
、
作
業
性
に
優
れ
ま
す

が
、
フ
レ
ー
ム
の
形
状
が
非
対
称
の

た
め
負
荷
に
よ
り
変
形
を
生
じ
や
す

く
、
加
圧
能
力
が
２
５
０
tf
（
重
量

ト
ン
）
程
度
以
下
の
小
型
機
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
価
格
も
安
価

な
こ
と
か
ら
、
汎
用
機
と
呼
ば
れ
て

各
種
プ
レ
ス
作
業
に
最
も
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
プ
レ
ス
機
械
で
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
使
用
比

率
か
ら
、
プ
レ
ス
災
害
の
機
種
別
発

生
比
率
で
は
、
約
７
割
が
こ
の
Ｃ
型

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ス
災
害
減
少
の
要
因

プ
レ
ス
機
械
に
よ
る
災
害
は
、
そ

の
作
業
の
内
容
か
ら
大
き
な
障
害
を

伴
う
可
能
性
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

プ
レ
ス
機
械
に
よ
る
労
働
災
害
（
製

造
業
、
休
業
４
日
以
上
）
の
件
数
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
が
施
行
さ
れ
た
直

後
の
１
９
７
５
年
ご
ろ
は
７
、０
０

０
件
以
上
あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
８

９
年
に
は
４
、０
０
０
件
に
減
じ
、

１
９
９
６
年
に
は
２
、５
０
０
件
、

２
０
０
６
年
に
は
１
、０
０
０
件
を

割
り
込
み
、
２
０
０
９
年
以
降
、
５
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瓦
かわら

井
い

雅
ま さ

和
か ず

第 4回

０
０
件
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
プ
レ
ス
災
害
が
大

幅
に
減
少
し
た
要
因
は
、
１
９
７
７

年
に
改
正
さ
れ
１
９
７
８
年
に
適
用

さ
れ
た
動
力
プ
レ
ス
機
械
の
構
造
規

格
へ
の
対
応
と
、
プ
レ
ス
の
安
全
化

の
進
展
に
よ
り
ま
す
。

プ
レ
ス
作
業
に
多
く
使
用
さ
れ
て

い
る
「
Ｃ
型
ク
ラ
ン
ク
プ
レ
ス
」
は
、

１
９
６
０
年
以
降
の
高
度
成
長
期
に

入
り
、
設
置
台
数
が
飛
躍
的
に
伸
び

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
動
力
伝
達
機

構
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ッ
チ
機
構
と

呼
ば
れ
、
足
踏
み
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と

モ
ー
タ
ー
の
回
転
力
が
機
械
的
に
連

結
さ
れ
、
ス
ラ
イ
ド
が
一
回
転
す
る

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
業
中
に

誤
っ
て
手
を
出
し
て
も
止
ま
ら
な
い

の
で
、
ペ
ダ
ル
と
手
の
操
作
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
、
災
害
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
機
械
的
な
連
結
機

構
か
ら
、
摩
擦
力
で
連
結
す
る
摩
擦

式
ク
ラ
ッ
チ
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
回
転
中
ど
の
位
置

で
も
動
力
を
切
り
離
せ
る
よ
う
に
な
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職場の機械の

対策安全
り
ま
し
た
。
こ
の
機
構
を
電
気
的
に

制
御
す
る
こ
と
で
、
運
転
選
択
の
構

成
や
非
常
停
止
等
の
安
全
装
置
の
取

り
付
け
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
作

業
者
が
プ
レ
ス
機
械
を
操
作
す
る
上

で
自
分
の
意
思
で
非
常
停
止
を
か
け

る
こ
と
や
、
危
険
を
感
知
で
き
る
装

置
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
で
、
プ

レ
ス
機
械
を
急
停
止
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

駆
動
機
構
の
変
遷

動
力
プ
レ
ス
機
械
の
旧
構
造
規
格

は
１
９
７
１
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ッ
チ

が
主
流
で
、
構
造
規
格
の
主
た
る
内

容
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ッ
チ
の
も
の

で
し
た
。
１
９
７
８
年
（
新
規
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ッ
チ
が
ほ
と
ん
ど
製

造
さ
れ
な
い
時
期
）
の
改
正
適
用
で

は
、
摩
擦
式
ク
ラ
ッ
チ
を
主
体
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ッ
チ
の
主
要
部
を
規

定
し
た
内
容
に
な
り
、
２
０
１
１
年

の
改
正
で
は
、
機
械
プ
レ
ス
の
ク

ラ
ッ
チ
は
、
摩
擦
ク
ラ
ッ
チ
式
で
あ

る
こ
と
が
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
ご
ろ
か
ら
は
、
機
械

プ
レ
ス
の
動
力
伝
達
を
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
ー
の
駆
動
力
で
直
接
行
う
機
種
が

生
産
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

サ
ー
ボ
プ
レ
ス
と
呼
ば
れ
、
そ
の
停

止
機
能
に
つ
い
て
２
０
１
１
年
の
構

造
規
格
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
40
年
の
時
を
経
て
、

第
一
世
代
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ッ

チ
」、 

第
二
世
代
は
「
摩
擦
ク
ラ
ッ

チ
」、
第
三
世
代
は
「
サ
ー
ボ
プ
レ

ス
」
と
、
機
械
プ
レ
ス
の
動
力
機
構

が
技
術
革
新
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
第
二
世
代
が
主
流
で
あ
り
、

依
然
台
数
で
は
汎
用
機
と
呼
ば
れ
る

「
Ｃ
型
ク
ラ
ン
ク
プ
レ
ス
」
が
多
数

を
占
め
ま
す
が
、
個
別
機
と
呼
ば
れ

る
「
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
プ
レ
ス
」

で
、
３
０
０
〜
３
、０
０
０
tf
を
超

え
る
ク
ラ
ス
で
も
第
三
世
代
の
機
種

が
製
造
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

近
年
の
プ
レ
ス
制
御
の
進
展
に
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
電

子
制
御
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
、

安
全
回
路
の
二
重
化
構
成
、
異
常
監

視
回
路
が
充
実
さ
れ
る
な
ど
、
第
二

世
代
の
リ
レ
ー
制
御
と
は
ま
っ
た
く

異
な
っ
た
か
た
ち
で
第
三
世
代
の
制

御
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
の
原
因
と
対
策

プ
レ
ス
作
業
中
の
災
害
は
、
機
械

の
故
障
・
欠
陥
（
機
械
的
要
因
）
と

誤
操
作
（
人
為
的
要
因
）
に
よ
っ
て

発
生
し
ま
す
。

機
械
の
故
障
に
つ
い
て
は
、
機
械

の
使
い
方
と
保
守
対
応
に
よ
り
、
そ

の
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
余

裕
を
み
た
仕
様
範
囲
で
の
使
用
、
労

働
安
全
規
則
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
始
業
点
検
、
一
年
に
一
回
事
業
者

が
実
施
す
る
特
定
自
主
検
査
で
の
補

修
内
容
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
機
械

の
突
発
故
障
お
よ
び
故
障
に
波
及
す

る
事
故
は
未
然
に
防
げ
ま
す
。
特
定

自
主
検
査
は
従
来
、
中
央
労
働
災
害

防
止
協
会
が
包
括
的
に
運
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
日

本
鍛
圧
機
械
工
業
会
が
運
用
す
る

「
Ｍ
Ｆ
ス
ー
パ
ー
特
定
自
主
検
査
」

も
、
運
用
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
で
は
近
年
の
複
雑

化
す
る
プ
レ
ス
機
械
に
対
し
、
メ
ー

カ
ー
の
立
場
で
の
検
査
項
目
の
追
加
、

作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
使
用

者
の
安
全
意
識
の
啓
も
う
が
で
き
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
為
的
な
ミ
ス
防
止
は
、
従
来
、

製
造
現
場
で
の
安
全
教
育
に
依
存
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、

製
造
業
の
現
場
で
は
、
高
齢
化
や
合

理
化
に
よ
る
熟
練
経
験
者
の
減
少
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
外
国
人
労

働
者
の
増
加
等
に
よ
り
、
安
全
教
育

の
で
き
る
人
材
が
少
な
く
な
っ
た
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、
生
産
方
式
や

就
業
形
態
ま
で
多
様
化
し
、「
誰
が

使
用
し
て
も
安
全
な
機
械
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

機
械
の
使
用
者
は
自
主
的
な
活
動

と
し
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
危
険
情
報
の
共
有
化
に
よ
り

安
全
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
機
械
メ
ー
カ
ー
は

「
安
全
な
機
械
」の
開
発
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
人
為
的
要
因
、
機
械
的
要

因
の
両
面
か
ら
さ
ら
な
る
災
害
発
生

件
数
の
減
少
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 
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